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終漁期のサンマについて

昭和42年度に来遊した常磐海域の春生れ系統群（中型魚）の集合特性－1 －1－－

まえがき

北西部太平洋におけるサンマCololabid Saira（伽eYOrt）については，1948年以前の流

網時代から現在にいたる接受舶時代を通じて幾多の貴壷を研究が表された。

ところで，南下期の常磐海域のサンマについては久保（1954，　557　　57）・木村（195占．，

dO）・福島（195d）・小達（1958）・長倉（195占）等の研究の中に，来遊するサンマの諸

鵜＝徴が述べられている。

その後，菅閲（1957，　59）・堀田（19dD）・渡辺（19°り等は漁姓されるサユ′マが「春

生れ」。「秋生れ」の2つの系統群から枯成されていることを明らかにし，漁獲物に現われる特大型魚・中

型魚は「春生れ」に，大型魚・小型魚は「秋生れ」に属すると述べている。その考えにたって掘出（198

4）はサンマ資源について，太平洋側のサンマは中塾魚単一の年と，両系統群が漁獲される年があることを

述べ，現在の漁法となってから特大型魚は漁獲の主体になら夜くなったことを報告している。

一方，北海通水研・水試のサンマ研究者は1981年からサンマの生活を具体的にとらえることが漁況予

測や資源評価を明らかにするという立場で研究を進めてきた。即ち，従来のサンマに関する知見を「春生れ

」・「秋生れ」両系統群に分けて整理した。その結果，発育に応じて生理的要求を炎にするということから

「卵期」●「稚魚期」。「幼魚期」・「成魚期」の4つの段階に分け，更に「成魚期」に達すると索餌・産

卵という生活の質的変化があることから「索餌期」・「産卵準備期」・「産卵期」の5つの生泊年周親を区

別した。それにもとずいて，小林他2名（1988年）は1959－・87年の資料から秋生れ系統群成魚

（索餌期・産卵準備期）の生活を具体的にとらえ，また，北海道中央水試他4機関（1985）は両系統群

の凡「春生れ」の索餌群の内部に掟年々5－8（沿岸5～4，沖合2）魚群が，また「秋生れ」の幼魚群

と南下索餌許にも年々4～5（沿掟2－5，押合2）魚群が存在することを明らかにし，サン甘心生活を魚

群段階でとらえることによって，より一膳その内容が具体的にされつつある。

しかし一いずれの報告においても〝サンマがいつ・どこに・どういった状態で，どれくらい■という漁況

を予測するには，まだ資料の畜嶺が十分でなレ㌔

本報告は，常磐の沿是海域に来遊した「春坐れ」の柔術期と産卵準備期の生活について，その内容を具体

的にとらえるため，描造的な側面を考察したので，その結果を報告する。

夜か，この報告で取わ上げた春生れ系統群の発育段鷹・生活年周掛も北海通水研・水試による「サンマ

の生活のパターン（1988）」にもとずいた。

本論にさきだち，全国サンマ漁業協会から研究費用など多大の援助を受けたことに対し感謝の意を表する。

漁況閲とり調査，魚体調査資料についてはサンマ研究グループ¢）交換資料に負うところが多かった。．各担

泣き　東北海区水桝を中心に－北海迫水研●・日本海区水桝・北海道中央・釧路。網走d岩手。福島0茨城。千

葉。新潟各水試。漁場知識普及会・全回サンマ漁業協会・東京大学海洋研・東北大学水産学科がグループ
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を結成し　サンマの漁況予測の確立　資汲評価　環境の究明　および漁扮生態などを解明するため組最的

な研究をしている。

当者ん努ノJに対し感謝の意を表する。

また．茨城水試岡田立三郎揚長から懇切浸る御指導と御校閲をうけたほか．北海道サンマ研究グループと

桓々討議を塞ねた。心から感謝の意を呈するものである。

材料と方法

研究に供したサンマは漁場が三陸沿岸に形成した昭和42年10‘月19日から漁業の終了した同年12月
‾ヽ

14日までの約2ケ月間，那珂湊入港船から得た。

漁況鞘とり調査掟魚体調査と併行して行をい，漁獲日時・位置・水潜・漁獲量・操業回数・群の性状と浪

汲・灯付の良否など調査に必宴な情報を集めた。

ところで，漁獲物には普通，春生れ系統群と秋生れ系統群が湿り合っているので対象を区別しなければな

ら夜レ。その方法として，一応，常磐海域で漁期後半に現れた中型魚が春生れ系統群に属するかどうかを吟
∴雫寧

昧するため1絆約50尾ずつ計878尾の脊椎骨数について体長25・5－27・9e椛のものを測定し，ま

た耳右についてはそれぞれ輿をる体長のもの約500尾を観察した。

・次ぎに，生活年周期の区別・即ち索餌期から産卵準備期の規定に卵巣苺量の0．5gを基準にしているが

この組拙形態を明らかにするため208崖について卵巣卯熱度を観察した。また性比・成熱駐・肥満度をみ

るため74鹿本2・220尾を謝査し，食性については25尾研肖化管内容物を調べた。ここで観察に用い

た魚体虹体長25．5～27．9用の範出のものである。

集合特性をとらえる方法としては・個体聞関係を現わす密鮭，雌灘聞関係を現わす性比・それに成熟度や　1

肥満鹿の諸側面についての漁業用海図を作成し検討した。但し，密度に用いた魚体は24．0～28．9C都

の範囲のものである。

紬・本文の記述に用いた「個体聞関係」「雌雄柳関係」「系統群」「担遊群」「魚群」「集合特性」な

どの用語については佐藤¢〉論文や小林等の研究報告を参照されたい。

結果

1研兎の対象となった系統群（中型魚）とその特徴

簸　漁船が操業対象とするめはシラミ・ハネその他の群である。魚体抽出の場合にはそれぞれ群毎の抽出と

なる。



終漁期のサンマについて

昭和42年度に来遊した常磐海域の春生れ系統群（車型魚）の集合特性－1 一一5一・・・

1－1　耳右からみた中型．魚

沿岸に来遊したサンマの体長練成は図1に示した。絆のモードは24，25，28，及び27e虎で，その

うち25，2deれモードの出現が多かった。

系統扉を確める方法として菅閲（19占7．　占

9）。砧田（198■0）等の研究結果にもとずいて

耳石櫨本を視察し，中型魚を識別した結果，畔のモ

ード付近のもりは春生れ系統症（中型姐）の特徴を

もち漁獲物Cつ78．19もを占めた。

1－2　脊椎骨奴（Urostyleを除く）
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中塑魚の脊椎骨奴は凶2に示した。佃休心脊椎骨

奴は85～87で症の平均値は84．50～占5．

20の範囲内にあった。

1－5　成熟

卵巣亙量目別変化は図5に小した。個体の卵巣重量hLO．

D5～1・98g揖範知り値であるが，雛の平均値は0・1

4－0・54gに）範囲内にあ隼，10月下旬～11月上旬の

平均値杜ほとんど口．2g台，11月下旬虻ほとんど0．5

g台，．12月上旬～中旬はほとんど0．4g台であった。

1－4　肥満度

中型魚の肥満度目刺変化は凶4に示したr」他体では5．5

～4・うで，症の平均値はう．ムー4．2か軸園内であった

。10月下旬～11月⊥旬托5．8～4．2で裟化は少をく

11月中旬からやや低い値となり，11月下旬～12月中旬

では5．6～』．1のi錨地にあった。
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1－5　食性

次城県沿岸域に来遊の中型打－よの消化管内容物は表1に／」ミした。すなわち　餅生物は大形り」、形のコぺボー

ダで占められた＿が　消化管充満U個体は出現しなかった。

表－1　中型点心消化管内容物

（値は1彊〔つき5詫観察し合計したもしっである）

1－8　右「CJ性状

沿岸に来遊した扉（中型点主体）の性状は表2に示した。

表2　主縛性状（1粥以上出現し・・つもの）

（性状は他にソコムレ。ポチ。イルカマワシ。ハネナガシその他がある）

1－7　論議

本研究に用いた中塾に虹久保（1954）。福島（1958）等が報告したものより体長が1～5叫、さ

いがiヰ石の触翻蝕（背聞1957，59，堀田　占［月や脊柾骨奴総合平均値（小達1958）から

みて，払出（19占□）が轍告しているような蕃生れ糸紐加山中畠山と考えられる。

中越ねの卵巣‾牡蟻平均値杜久保（1954），小達（1958）等の報告・にあるものより一歳に低叫山で

ある0中軌は肥満度は時間の経過とともに低下心帆句がある。しかし，孜かには11月下旬にみられるよ

うに（凶4）10月下旬と大差覆いものも現われている。

糾生物についての調査胱少なかったが，ここでの結果ではコペボーダ単一たけり出現であった。だが　同

時に混睡された小サバの胃内容物が7ミ鮎に占められていたことから，両者の遊泳僧の速いまたは餌の狭軌

か考えられて興昧洗い。

軒め性状はシテミ扉が圧倒的に多く，相沢（19日）が報告しているよう女腹勢夜ナガシ紬は極めて少

たく売っている。

2　沿封て光速の春生れ系抗い（中型人工）揖集合特性

ここでは図5に示したように卵鮎過D・58gが全休の50％を越える時奴を索摂期から産卵準備期へ

揖杉軌はした0これにしたがえは，索御地は錮査恒培白～1川22日，産卵率施融憶日月25日～詭

1‾査巌了Lはなる。

ヽ＼
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終漁期のサンマについて

昭和42年齢こ来遊した常磐海域の森生れ系統群（中型魚）の莫合特性－1
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2－1索銅知における集合様式
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図　5　春生れ系統瑳（中型息）の卵巣真一星組成因

2－1－（1）　密度分布

密鹿分布をあらわす海図抹一揚網当猟機尾奴を用いて図8に示した。

分布杜三陸北部～常磐緋誌蛾にあわ，密蛙の高いところが中心にあって同心目的に周囲が低く売る状態を

示した。20，000足以上の規模り大きい蜜鹿は三陸北部～エリモ岬の海域に出現し，そこから常磐の鹿

島郡にかけて旺飛石状に20・DOn庵を越すところもあるが，北部海域に比べて規模は小さい。

2－1－（2）　性比分布

分布抄範関内ではほほ1：1であった。

2－1－（ろ）　熟度分布

熟蛙をあらわす抑史鼓止れ鮎如拙射‾工凶7匡示した。

●　　分布杜前者と鞘摘腔透れ軌煤丸根川・18－0・54g（福島県揖一部で0・59g）の範幽内に

あって北で低く，南で高い。

2－1－（4）　肥満鮭分布

肥満度分布をあらわす泡園虹凶8に示した。

分布吐前者とl司海域にあれ分布内山止，中火，軒どう．9－4．2の鮎匪けこあって如著夜変化はみえな

い。

2－2　産卵率煽動における裏毛合板式

2－2－（1）　密鮭分布

密度分布をあらわす海図は凶9に示した。

分布は詣戸一大吠崎沿岸にあって，分布内の北では20，00D尾以上の密度があ㌢，中央から南へか

て1口，000尾以上の机灘があった。
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凶　B　肥満鉱分布図

索餌奴に比べて，三陸北部のような大規模を密度はなかったが，その他では本知の密度の方が高かった0

2－2－（2）性比分布

性比分布をあらわす海図は図10に示した。

分布は塩屋崎一大吹崎の範囲で雌雄1：1（り状態が多かったが，分布内には雄の比の多いところが現われ

て，雌心比（つ多いところを上廻った。

索糾親に比べて，雌雄射りかたよりが目立った。

2－2－（5）　熟度分布

融屁分布をあらわす海図は凶11に示した。

卵巣炎且．とは0．50～0．80gで性比と両海域に分布し，分布内の中央付近に増量した卵巣が現われ（

分布・叫ヒでも一部出現），低いもの（口．5［ト一口．55g）は北と南にあった。

索餌勅に比べて一般に卵巣立憲杜増加した。

2－2－（4）肥満慶分布

肥満庇分布をあらわす海図吐凶12に示した。

肥舶二は5・6～4・1て，前二者と輔毎域にあった0低い肥柵虹（ろ・8－5・7）は分布内の中央付

近にあり　高いもむ（5．9～4．1）は北東と南西外縁にあった。

索栖鳳に比べて低い肥満鹿が現われた。

2－2－（5）　論議

小林佃2名（1988）は大型血について，卵巣産室0・5gを指標に索開奴から産卵準イ刷への移行を

述べている。その指棟杖小達（1958）が報告した4つの熱虹段階のうちの未鮒拝A及び未熟肝玉をもと
滋

にしたものであり．これは和地2名19占9年が述べる大塾魚の未熟前期及び未熟後親に舶当するものであ

‾、＼



終漁側のサンマについて

昭和42年度に来遊した常磐泥域の春生れ系統郡（中型魚）の渠合特性－1
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る。さらに堀等（11J、）は系統いことに凍軋三についても翫告し，大型化と中型旭が史的にほぼ同じであ

ることを述べ大型魚の移行dに対応する中型点心卵巣走出は0．4g前校であるとしている。

ここでは堀他2名（19占9）の報告をもとに聾者等が中辿瓜の卵巣息盤0．5dgを用いて潜岸回遊洋

（申出バリの生活を索餌親と産卵準備掬に区別し，その移行について密鑑・性比。衷鮭。肥満度たどの漁業■

喜一f凶を画き生活側面から検討すると．索研緋から産卵準備湖へ移行する頃密鹿は図15に示すように黒潮前

線付近に集まり，それに対応し雌雄問〇つ偏在や増量した卵巣，孜らぴに肥満度の低下が出享針㌻るなどの生活

・か賓的な追いを明らかにできた。だが　密鑑は如拙間〇変動掟めっても小林他2名〔1988）が大辿魚で

述べているような顕著な低下はみられず，大三一比軋揖場合と同一、一視できないところもある。以上くりことから，

索糾も羊と産卵準偏症を区別し生活の変化をとらえるつに　卵巣並f川・58gけ韮準托妥当できろう．〕

なお，詭査の中で地理的条件のため索鮒軽）集合相生を論じる止）に十分な生物側面山唇料榊得られなかっへ

たので，今後の調査では留意する必要があろう。

※　堀義彦・高輪　博一田村和子19

89年「終漁期のサンマについて－1

卵巣に幽する二一二の鮎察」とし

て本誌に報告

5　産卵準侮柚木再包されもふ症の娼

性

ここでは凄油症一戸の標本顕が十分でな

レ吊って産卵準備高について検討した。

産卵準備排しり中の楓扉を区別する方

法峰．凶14に示した卵■巣立王沌別変

化をもとに4つのの諦一一に区別した。従 凶　15　黒汐前触付近り表面水温凶

って，先に区別された良症から茨城寵

1・山．・jD，。Ⅳ餌iこと仮称し，各点Hの密度1性北，」廠心大きさ，熱度及び比触虹など心血太海盛を画

き検討した。

5－1茨城第Ⅰ拍止り盤台様式（11月25日～11月28日）

γ第王紬l三の各々打泡凶虹図15『1～5く・ノ′rホしたか，こレ二）分布圧亦珂湊から此鳥離沿拉忙与った。

線度は分布再の中火イ」近で20・00D尾以上山挽哀した状態を示し，また■下火付近～西側で10・00

0～20，00　崖の状態を示した。

性比は雄の止が分布内の中央及び西仙付近で多かっ舟。

魚体山大ささをあらわす親戚揖モードは25e台と2か調合とがあり，そのうち出郷′＿）多かった2か彿一合

汗分布内の中央付近から束外縁にあった。

一ヽ



終漁期のサソマについて
昭和42年度に来遊した常磐海域の春生れ系統郡（中型魚）の鎧合特性－1

卵巣鹿賀憶0．50－0．4

Dgの範囲で，乗降がが分布内

の外縁に少奴存在した。

肥洒庭は5．7一一4．2の知

団で，5・7台の低肥洒産が分

布内の中央付近にあわ，4・0

－4．1co高いものは北と束外

縁にあった。

5－2　次取崩1損ぶ℃塵令様

式（11月27日～11月50

●日）

－9－

g0．5
0，1
0．3

宗 主：…・●

8－巣吏員 15　　　 20　　　 25　　　 血　　　 5　　 10　　 15

、．H H llFl　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12R

画一14産卵準備；」どこ（中塾払）の卵巣重土日別変化凶

●　占－1～5に示した。そ紆分布は那珂湊から塩屋崎滑岸で】第Ⅰ紬朝ヒ東側にあった。

密反吐20，000尾以上が分布内の北と南にあわ，密集した状態を示した。

性比は分布内の中央付近から南及び東側で雄が多く，分布の北では雌の多いところも一部あった。

ユニも体の大き割はモード24～27cm台LJうち25C椚台の出現が多く，Z dc恍台がこれに次いだ。2dc間台

は分布内の中央付近から束外縁にあわ，25cm台はそ〇〇軌岬，24cm台虹掴㍉　27ぐ択台は西側にあった

卵巣重責は0・28－0・50gで，窓班症が分布内（叫j央から歯側に存在した。

肥満立は5●9－4．1で，4．0以上り高批両度は分利勺の束外縁にあった。

¶　　昌伽山山海凶は凶17‾1～5に示したDそ¢分布虹那珂齢勘す表わち茨城県沿岸。中央部にあっ

．●腱は分獅叫央価とそ輔で20・DOO尾以上現柏にした状態を示し，また10，00D～28

．000屠り包皮は北西側にあった。

性比虹分布内の西側で雄の比が多く，中央付近で雌の多いところが一部あった。

魚体の大きさはモード25－2dC儲台のうち2か㈲台が多く，28cm台は分布内の中央～南にあった。

卵巣重当は0・55～0・58gで象路症が分布再の南由外縁に一部存在した0また，0・5g以上に増

血した卵巣虹分布内の中火付近にあった。

肥満虹は5・8－4・0で・5・占～5・7ンJ低肥紬よが分布内の中央付近にあり，5・9の高いものは

●　　その周仰こあった6

5－4　茨城窮Ⅳ由仁の集合様式（12月11日～12ノ114日）

缶l阻小l三の海図は凶18－1－5に示した。そり分布扶那珂湊から鹿島配沿岸にあった。

密庭扶5・000－1・000尾が分布再の中央付近にあるが，規模は着るしく小さい。

性比杜分布内の中央付近で雌揖比が多くなれ　雄（臼多し1ところはたく雌の増加が目立った。
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魚体揖大きさ正モード25－27C鋤台のうち25，2がm台が相中半し，27C椛台転分布内の北縁でとく

少ない。

卵巣土工姓0．5占～0．55gで，索桝高三はなくD・5g以上に梅生した卵巣は分布内の北にあった0

把摘よれう．占～4．0で，5．6～5．7台の儀軋由良が分布唇の中央付近～南にあり！5・9～4・

0台し〕高いもりはその間紐にあった。

5－5　論議

次奴掛つ沿岸に来適した窪新明功紘一神こ内包されるん．二について．そ山菜合板式を検討すると，

こ．j工山瀬分和位値。如上。∴誠二の大きさ（分布だ堕）が乙．山。通りVふノ∴宣，性比が㌫1〉ふしイゝ－1二と，熱豆

が；t；混。1化豆．三と，肥択豪が舟山・．二と，夫々央なカ区別できる。

；目上ん、′．1．・抵触定が；．÷Ⅰ。鵬蘭と，性比が釧√柚拝と，甜体の大きさ（分布の出）が信士○山餌†二と∴諷

よか㌫＿ユニ⊥。iV■点前・と，分水位置8肥れ屁が㌫二i工。血。tV血亙夫々異なり鋸」できる〇

九山高症毎混がと．ミ‾享Ⅰ。1吊揖iiと】転比が乙訓／山仁と，」、し体の大きさ（分布の型・）と緑三が㌫I01i点心・－…

と，比緑・＝二がま∴山∴し考・二と，分和位値が缶Ⅰ。正。1柏才二・■・と　夫々異なり区別できる0

高V∴u≡1付録止が；．皿。止血1－有性比及び分布伝直が請Ⅰ¢止。山如きと，鳥体の大きさ（分布の辿）

から．ノ工）ふ．－1二と，加工か示Ⅰ。11て：し、小目七庇批仁が京吉山加一言と仁夫々輿走り巨一別できる0

以上のように冬山右胸では生活の近似したものや，一定の差を有したものがある。近似したものは他の側

面で心裏をとりあげた。このようにして，茨独房一・ンⅠ～lV■）、▲、U；「二を板討すると各々が独立した畏合様式を示すこ

とが明らかで走る。また，国遊行から∴よ売il二を［吏励する方法として用いた紳k虹頼圭　この研究を今後継続ウ

るむに妥当て二三Jると考えられる。

ところで，缶豆分壷園で明らかなように本緋先に用いた7日し佃：人．次東根沿岸に来遊した仝餌．卜を掌混して

い意い。つまり．同庫通に北と商に現われたもくこ亘てついては北の方の資料が十分で浸かった。こういったか
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たり棚軌跡二他かあるのでなくて，各地区に所ノ扇するぬ船がそれぞれグル‾プでi蟻し入港升がか1

たよ・二つ∴一・と∴とこiJ．一えらjLる。今f長さ′tこその点十分悌1・よして転科収完に当るべきであろう。

巨．；＋＋1三つ一一・1　紬ノ土分力′rJ凶 凶　15－2　性比分布図



終漁期のサンマについて

閏和42年度に来遊した常磐海域の春生れ系統群（中型魚）の集合特性－1

長い15－5体長モードの分布凶

凶　15－5　此れ。・虹分両室j

●

凶　18－2　性比分布山

凶■15－4　嘉1慶分末凶
1，000－5，仰俺

一一11

凶■1占－1　牡鹿分布凶

凶■1ムー5体長モードの分布
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凶　1か「4　二紅虹分布凶

塩壕崎
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凶17－1hk分布幽

医117－5体長モードの分布

高橋　偉・堀　詫彦・山本武人

払上．18－5　肥桁毎分布凶

幽　17－2　蛙比分布遜

図17－4　束混分布



終漁期のサンマについて

昭和42年度に来遊した常磐海域の春焦れ系統郡（中型魚）の張合特性－1

●

図・17－5　肥れ庭分布
犬吠埼

図・18－1毎鹿分布
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高橋　惇●堀　義彦・山本武人

醐利42年終漁期に常磐沿岸に来遊したサンマは堀田（1980）の述べる春生れ系統症の中型魚に相当

するものが主体であった。たが．ここでの中型魚は久保（195、4）。福島（1958）の報告（中型魚単
数
一）に比べて魚体の小塾化，生殖線量豊の低下，鱒性が異る夜ど同一系統扉内での変遷がうかがえる0

南下親の中塾魚kHヒ海道中央水試他4機関（19dす）によると，分布の相違から沿岸に回遊する辞と沖

合に回遊する右手に区別される。その報告にしたがえば，ここで用いた中型魚は沿岸に［弧遊する症である。し

かし，その区別が具してSut－pOpulati′Onのようなものであるかどうかは硯段牌では明らかでない。

中型魚の発育段階は現在認められている仮説（サンマの生活のパターン19日年）にもとずけば成魚湖

に位直していて，その生活年周期は索餌期とされている。だが，生活年周拗についてはすでに報告（北海道

中央水試他4機関19占5年）されているように，従来の中型糾てかいても終漁拗頃索閑適から産卵準備適

への移行があるらしいとされていたものであり，本研究でもその点を重視してとりあげ一年の研究結果では

あるが，中型魚の生活年周期の移行に関して生活の諸側面からみて架的変化をすることが碍られたことから

素的鋤と産卵準他班の生活の内容がより具体的にされると考える0また，その移行時副を区別するのに用い

た卵巣基盤0．58gは共著者置】で種々論議されたものであり，嘲他2名（19占9）の卵巣卵組払観察を

もとにしたとはいえ敵対的なものではをレ、。今後この種の研究は生活を具体的にする過程でその妥当性を吟

味できるであろう。

沿岸に恒」過した産卵準備伸こ4つの鮎t二をとらえた。それらの点心改姓調査もれなどを考慮すると最少り

薮であったと考えられるが　次城締Ⅱ負わのよ　な肥満度が他山∴信号⊂比べて高い場合に果して月巴泄鹿や高

いグループだけに占められていたのれ　それとも嵐山血止の端の方であった心か判断が難しかった。せ舟，

それらの結果と北海道中央水試他4機関（19d5）が報告する累聞旭の5－4つ叫症扉と，どのよう射簡

保をのか明らかではなかった。

今後，こ揖研究を発展させ漁況予測に役立たせるには当面．前の段階の索糾舶汗に内包する各鮎i二の生活を

具体的にしたければならないし，また十分を資料が入手できるようを体制で産卵準備高の各加持生活も史

に明らかにする必蛍があろう。

空前

1・昭和42年終漁親に常磐沿岸に来遊したサンマは耳石・脊椎骨奴の観察から堀田19占0年幻述べる春

生れ系統‖‘二が圧倒的に多かった。

※　系統机を春生れ，秋生れに区別したのは菅問（19占7，占9）。棚田（1960）であり，それ

以前の報告について虻体長をめやすとした。

（



終漁期のサンマについて
昭和42年度に来遊した常磐海域の春生れ系統群（中型魚）の集合特性－1

●

－

－15

2・本研究の中型魚は久保1954年。福島195d年等の報告にある中型魚に比し－魚体が小型化し，β

巣が一般に減量し，弾性が異浸った。

5・中型魚の群平均脊椎骨数は84・50－d5・20で，総合平均値は占4・95であった。

4・中型魚つ卵巣は，1D月下旬～11月上旬が約0・2g台，111月下旬が約0．5g台，12月上旬へ

中旬が約0．4g台であった。

5・中型魚の肥満庭は10月下旬～11月上旬が5．8－4．2，1－1月下旬～12月上旬5．ムー4．1

でやや低下の傾向にあるが，11月下旬には5・9～4・1の比較的高いものが現われた。

d・中型魚の偶生物はコぺボーダ単一で，消化管の充満した個体はなかった。

7　中型魚の群性は表2のとおりで，シテミ辞が圧倒的に多く，次いでハネ群が多い。

8・中型魚の生活年周劫は卵巣重責0．5dgを指標に沿岸に凶遊する群について検討し・，11月25日ぢ

索朗湖から産卵準備適へ移行するとした。

9　沿岸に回遊する辞（中退魚）の生活年周親の移行に際し，船底・灯付き左どの面で秋生れ系統許と同一

視できない。

1ロ．茨城県沿岸に来遊した産卵準備群には，少くとも4つの魚群を内包する。
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